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ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（RKK）RelationshipandKindnessaretheKingsofPeace

　ＲＫＫ創立２０年記念に向けて会員皆様との意見交換会から

Forthe201hAnniversaryofRKK’sFounding　At the opinion-Exchange Meeting

　　　　　　　　　　　　NPO法人RKK理事長深水智明

　　　　　　　　　Tomoaki Fukami, Chairman ofRKK （NPO）

　ＲＫＫ創立20年の記念事業に関達して､最近､会員皆様と

の自由な話Ｌ合いの機会をもちまＬた｡そこで1ま記念事業に

留まらず､ＲＫＫについて幅広くかつ将来に向けての思いが披

露されました。

【留学生との対応の変化】

　ＲＫＫぱ日本語IIを通じて、留学生への“指導IIから“支援･I、

‘‘交流"とその関係を広め、深めてきました｡さらに最近ぱ共

生'lの関係も視野にあるようです。

【活動の将来】

　ＲＫＫの将来をイメージし､次世代に繋がる施策(活動、人材

等)が今後､ＲＫＫにとって非常に重要との意見がありました。

【地区交流会の重要性】

　地区交流会の活動として､会員間の情報交換はもちろん､Ｒ

ＫＫ全体の情報共有､地区自らの人材の確保や留学生支撞･

交流の推進等が議論されまLた。

【創立20年記念事業について】

　上記の意見から、

･多くの会員が関わり、交流できるもの、･ＲＫＫの将来に繋が

るイベント、･会員と留学生が集い､夢を語る場、･地区交流会

でもＲＫＫの将来を考える機会を設ける､等の取り組みが望ま

れるようです。創立２０年記念事業としては、イベントと記念

詰を軸に記念事業の検討が望ましいとの意見がありました。

これらご意見を基に具体的計画を検討できれば､と考えます。

　Recently, there was the opportunity to talk fteely with

membersabouttheproJecttocelebrate20yearsofRKK's

founding.へVe received the following opinions about not

onlytheprojectbutalsothenjtureofRKK｡

　゜ln relation to intemational students， we need to

encouragemrthersupport,cxchange and familiarity｡

　゛ltisimportantnowandinthe仙turetoworkonmeasures

to contlnue our actlvltles。

　‘Thearea meetings p】ayan important role as the basis of

RKK's activity,so active effortsby each area are required｡

　゜From thc above， it is desirablc that the projcct of 20th

annivcrsary should bc thc cvent as bclow: whcrc many

mcmbcrscommunicatcwithcachothcr;whichwilllcadto

thc future of RKK; and whcrc members and studcnts

gather and talkabout theirdreams｡

　゛ltis expected that the event and the jssue ofmemoria]

magazine will be majnly considered forthe project.

Taking these opjnjons jnto account，l hope we could

examine concrete plans.(TranslatedbyAzusaSugita)

※上記英訳は、左記の要約文です。

※This is a short summsy onhe origina】text.

お知らせ

●RKK通常総会および懇話会●

　開催日:5月６日(日)

　場所:かながわ県民センター(R301)

　時間:総会〔13:00～14:00〕

　　　　　懇話会(14:15～IS:00)

　　　　　　テーマ｢RKKと私昨日､今日､明日｣

゜言言ﾆﾆi

昌三⊇yﾚ.j?
.；

二回U]三子圃

Pleasercgisterforparticipation.



皿:　留学生のたより　:皿

にほん　し　き　たの日本の四季を楽しむ

はな　ゆきち　はる花の雪散る春のあけぼの
段書暁(中国)早稲田大学

－ 〃 〃 Ｊ ' ／

　さくらLた　ま
『桜の下で特っている』

という本を 買った。

いろひょうし　　うす色の表紙には､薄　灸Ｌ恚;g。ii､ﾆはj

pり4のiみたいに､桜がふ

　　　　　　　　　　えるだろう。

　日本での早春は、今回でΞ回目になる。Ξ年前、

交換留学生として、ここで一巡りの春夏秋冬を

体験した。そして、去年四月に早稲田の正規生にな

ってから、ちょうど一年になる。日本での一年は、

365日という冷たい数字ではなく、彩った四季であ

　　匍(6 lialま･６なりこ9よ9鳥唐illuliiltianる。桜の春、花火の夏、紅葉の秋、イルミネーショ

ンの冬。光から闇へ、闇から光へ四季の雅行。人間

もその一員として、自然と共に呼吸している。

　ち●1ごdL●9Lんわ包し　む･Ｌ Ｅｕｒａｏ●　中国出身の私は、昔ヨーロッパで留学した

経験もあるが、日本人のように季節に寄り添って暮

らす民族は見たことがない。ここの自然は、単なる

都市生活の背景ではなく、人々の日常生活に深く

したり、さらにそれを組織したりする能動的な存在

だと思う。花見や花火などの自然の風物詩は人々を

畠つ　あをを　にゐlfゐか&忖Liつ4　きぴ　ごこ弓いや集め、温かい人間関係を作り、寂しい心を癒して

くれる。

　日本の四季に、心から感謝している。なぜかと

いうと、春を待つという、久しぷりのわくわくする

気持ちは、この上ない宝物だからだ。〔原文のまま〕

Studying and living with my fllmilyin Japan

　My name is Sherif Shokly l came

fyom the country of 7000 years of

civilization，Egypt， Fm a third-year

Ph,D.student at Yokohama National

university.l also got my master degrce

fiom the same university 3 years 昭o.

Because my li狗goal is to facilitate other people lives and

make their li狗much better, l decided to study transportation

engineering. Many people may think that civil engineering is

only focusing on construction， however,the word civil itself

refers to“civilization". So civil engineering is a big umbrella，

whichcovers alot of fields such as structural engineering，

hydraulics engineering， geotechnica】engjneering， and

transportatlon cnglnccrlng｡

　l was always fascinated by Japanese arts, culture and how the

Japancsehistorycouldinnuenceeacherathrougharts.Myself，

l decided to study in Japan， because l was always so much

interested in Japanese arts and culture as well as. the Japanese

people great manner， especially，the great hospitality to the

foreigners.0ntheotherhand,asaMuslim,Japanisaverysafb

placeto]ive with my family without any kind of disturbance

fh)mthesociety as it happens in other developedcountries.lt

lt

，

　Sherif Shokry（エジプト）横浜国立大学大学院

was heart-wamling secing my thrcc kids grow and sharc thcir

dreams with theirJapanese 丘iends with an amazing education

system.�order to build up a close relationship with the

Japancsc society,ljoincdRKKgrouPsincclcametoJapanin

2013.ぺVithmyRKxpartner,Mr.Hagiwara, my family and l

could enjoy our li秘in Japan with the waml guidance, Hewas

alwaysthereraisingmeupandfacilitatesmanydifncultiesfor

me and my family, Not only by teaching Japanese language

but also by supporting our daily lifein many ways. During

these three years，my family and l could get involved in the

Japanese society through participating in different events

organized by RKK such as ohanami and Tanabata festivals.I

highly appreciate the support my wife received during our set

oftwins’bjrthin2014.1t would not be easy to deliver a baby

in a country whcrc diffcrcntlanguagc and culture without thc

physiological support and warm kindness we received fiom

RKK，

　Finally,lwould like to express my cordial appreciation to all

RKK members for the wam! hospitality and continuous

guidance.lndecd,words cannot trulyexpress my appreciation

andpassmyhearlythankstomyRKKpartner,Mr,Hagiwara，



皿1就活情報支援委員会1皿

就活中の留学生との語り合いに役立つ情報を提供しています

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就活情報支援委員会岩瀬幅男
　2019年番卒業予定と､2018年秋卒業予定の留学生の

なかで日本での就職を希望している学部生、大学院生

は､学業と就活でいま大変忙しい時期を過ごしています。

大企業の多くが３月から会社説明会とエントリーシーﾄの

受付を開始して､今やその真っ最中にあるうえ､６月に解

禁となる筆記試験と採用面接に向けた準備も進めなけれ

ぱなりません｡一方､経団連に加盟しない外資企業､IT企

業､小中規模企業では､採用活動が上記よりももっと前倒

しで行われていますので､特に留学生には大事な時節と

言えます。

　就活情報支援委員会ではこのような就活留学生と接し

ている会員の皆さまに、以下のような活動で各種情報の

提供と相談を行っています。

　｢就活支橿情報メール｣を毎j! 2回配信しています｡タイム

り一な就活支援情報や､会員からの要望に応じた情報をお送

りしていますので､配信をご希望の方は委員会までお知らせく

ださい。

心

　｢就活サロン｣を毎月１回、県民センターで開いています｡情

報を委員会から一方的に受け取るだけではなく、関心をお持

ちの会員が自由に集まって意見と情報の交換を行い､また就

活中の留学生からの直接の相談の場となっています｡会員の

参加は自由で無料です。

　｢委員会ｱｰｶｲﾌﾟhttp://www.rent-lab.axtrlm.netp/shukatsu/｣

ではキーワード入力によって関心のある事項の情報をじっくり

と入手することができます。

皿ﾚｱﾙｰﾌﾟ活動だより〔中国語学習ｸﾞﾙｰﾌﾟ〕皿

゛y加
中国旅行を楽しみに必死で勉強

　毎年、中国旅行をしているというのを聞いて、私も行

　　　　　　かi　唐島島も●iご（ごかくLlilraup　いきたい！と軽い気持で中国語学習グループに入れてい

　　　　　　　　・ｌｌｈｌｈ・｜　か４に　11弓Lんわ･いただきました｡アルファベットより漢字の方が雄和性があ

るし､すぐ覚えるのではと思っていたら大間違い｡箇体字

　　にIIんご　か･E　Sajlこ1　　･･ご　いみ　に　ひは日本語の漢字と徴妙に員なり、単語の意味も似て非

　　　　　　　　　』まり赳ゐ墟5を島ls　島●うごくご　･hMti。なるものもあるし､発音は全く違うし、中国語のリズムに

はついていけません。

　大変なところに入ってしまったと思いまＬたが、教室の

　　　　　　たい4んあたた　falll・　くy!　i･んlf･唐みなさんが大変温かくフォローして下さり感激していま

す｡なんとかみなさんのお尻にくっついていかれるように

　なん自り　IIん　か　　みと何冊かの本をＸい込み、必死で勉強しました。しかＬ

ながら､今なお､聞き取れないし､発音やリズムに握り回

され四苦ハ苦しています。

　中国旅行もきな臭い政治情勢で昨年は実現せず、が

っかりしました。今年はなんとか違れていってもらいた

中国語学習グルーブ水沼早苗

い､それまｔにliiふdlす誉羞をあぶ･もわｓたい

の･eすが｡ia。お縞1が･､ふな血い芳腎な。。、

羊i麺箪1ｸﾞJﾚｰﾌﾟがldkﾆとを謳っtいます。

/ ‾ ’
－

　 Ｘ
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皿:グルづ活動だより（日本語支援ｸﾞﾙｰﾌﾟﾄﾞ皿
ブラッシュアップ講習会

講習会を開催して

　さる２月の土日、３回に亘り第８回目の｢日本語の教

え方ブラッシュアップ講習会｣が開催されました｡参加者

は25人で薄井先生との応答を交え､和やかな雰囲気の

中で進められました。

　１日目は受身･使役･使役受身を中心とした誤用の多

い表現について､２日目は読み方をどう教えるか､３日目

逆子
　二月巾、Ξ回に渡って実施された｢日本語の教え方づ

ラッシュアップ講習会｣に参加数しました｡講師の先生の

お人柄による所も大きいのでしょうが､終始和やかな雰

囲気で、二時間があ･ｺという間に過ぎてしまいました。

特に､視聴覚教材を含む中･上級者向けの日本語教材

を多く紹介して頂きましたので､今後私も現場で随時活

用することになると思います。

　また､ピンポイントに絞った『誤用の多い表現』も大変参

考になりました｡今後もＬ､『助詞の使い方』『促音便､癈

　　　　　　　　　　　日本語支援Ｇ　古谷清子

は廸き方･話し方をどう教えたらよいかと言ったテーマでお

話を伺いました｡多様な教科書の紹介やﾈｯﾄを駆使した

豊富なサイトのご紹介、　　　　　　　　・　。

また文脈の理解を肋ける

イラストなど､すぐに役に

立てて頂けるのではと思

います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅田由美子

音便を含む音便変化に闇する系統的教授法』『濁音と清

音とを区別する発音方法と聞き分け方』『出身国別の教

授法の違い』等の講座があれば､ぜひ受講したいと思い

ます。

　留学生も含めて、日本は今後更に多くの外国人を受け

入れることになると思います。より効果的な日本語教授

法は､様々な場で必要になってくることでしょう｡私も少し

ずつスキルアップを目指したいと思っています。

■

－

■

■

－

１

■
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　　　　　　　　　　　囲碁交流会

　　　　　For lntemational Students liom RKK GO Meetin只

IWhaljsiheGo?nisanQldAsianmjndsportusingaboul

.42cm x 42cm board and sma11 While/Black stones wilh

l moTe lhan 4000 years hislory. However, itis pl8yed in
lworldwide.loday･

:lt uses a small board, buliheboaidisthecosmos，inlllcl.

1.Location: Kanagawa Kenmin Center 2F KANAFAN

　STATION(5minutes fiom JR Yokohama Station)

2、Time: 2nd and 4th Saturdayjpm to 5pm

3.Free ofcharge

:11��lsmaUＪazd,Ｊttl加bazditlsc皿os,inl･cl.Formoreh咄]ｒｍｄ(ｍ｡ｍａｊｌ紬
！昌こ昌ご忿ぶこ以ごこ。　　Ke一iro0822＠yal!oo.cojp(Hanjo YAMAGUCHI)

i inlerestedinG{ltoourmeetinS･

i　　　　　　　　　　　　　会員の皆様へ

私たちRKK碁交流会は､碁の経験者､未経験者の皆様のご参加を

　　　　お待ちしています｡会は下記の通り開催されます。

｜

Ｘ

kesaJiro822＠tahoo.co.jpgHaruo¥AMAGUCHllに

メールをお願いＬます。

－４－

｜

■

－

Ｉ

－

■

Ｉ

－

Ｉ

■

－

Ｉ

■

－

■

－

■

－

－

Ｉ
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皿1グループ活動だより〔日本語支援ｸﾞﾄﾌﾟﾄﾞ皿

わたし　にほんごしえん私の日本語支援

　　　こくさいこうりゆう　　こうけんとも　　　国際交流への貢献と共に

貴重な人生経験にもなる活動として

　¦■●IDi　　f●I●tlli　　　　　l●ll　レッスンは、フりートーク、日本語テキスト、

ｌａｌｌｌ』・り　　こi廿い　よ　●　1･　はな　おロールプレイなどで構成し､肢む･聞く･書く･話すを織り

交ぜて進めています。テキストは、留学生の日本語

1･l･¦　励l　つか　1りレベルに応じて使い分けています。PCを使って、

L･･1･四　Qいよl　●ろ（　さいご　ふかえ　ldよlレッスンの内容を記録し､最後の握り返りに利用してい

ます。

　LIま　　ふ！1J　　　　!､ん1う　　　　lま巳　今まで二人の留学生を担当しました。初めは、

Ua凹･ali･L●りLん　　　　かれ畷に　　かぞ4モンゴル出身の留学生で､彼は国にいる家族のため、

必死に日本語の勉強をしていました。体を壊さないか

心配でしたが、しッスンが楽しいと言ってくれて、私も

lfん●元気をもらいました。

　二人目は、中国出身の留学生で、現在も支援を

きたちくしまだのぶひろ
北地区島田信広

実施中です｡彼女は既にNIを取得済で､上級予キスト

によるレッスンや、卒論の添削などを行っています。

論文は、中国の計画出産政策に関するもので、内容の

理解にとても苦慮しておりますが､やりがいもあります。

　　　　　　　　　　　　　こくきLIこ51d●i Lんgんぴ1dよくこれまでの支援を通じて、国原交流や皺善に微力なが

らも貢献出来たことは嬉し

い限りです。また、白身の

きちよろ巳ん唾いけLIli£
貴重な人生経験になってお

　　かんiiいL●　みなり、関係者の皆さまへの

感謝の思いとともに､引き続

　かつど１　１　４　　●いき活動に取り組んで参りま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

My°｀iety dis叩peared when l met RKK volunteer group

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ong Truong lch(ベトナム)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lnfhstructure Management Program (IMP)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学大学院

My name is ong Truong lch. ln

fllct，my first name is Truong

and my last name is ong. My

fyiends call me Tnlong-san. But

somehow，in my laboratoly, my

lab-mates call me lchi-san. My

Profilssor used to call me ong-

san，but now he calls me lchi-san as other lab-

matesdo.l am fiom vietnam. When l was a kid， I

knewJapanthroughtheinterestingpagesofcomic

books(Manga).l wished to go to Japan for one

time in my lifb to see cherry blossom by my eyes

or visit spectacular places that were drawn in these

books.And now my dream comes truthJcometo

Japan as a Yokohama Nationa1 University (NYU)

student.But being so dmlrent fiom an eager child，

l was so anxious when l nrst landed on Japan. I

camlot speak Japanese although l leamed Japanese

before l came. l was so nervous as well that l

cannot get used to the Japanese culture.

Fortunately，my anxiety disappeared when l met

RKK volunteer group. They offbr me a chance to

practice Japanese and experience Japanese culture.

And l met my Japanese tutor, Yano sensei. Heis

an excenent and dedicated tuton By studying with

him，l have a chance to improve my Japanese and

experience Japanese culture like cherry blossom

viewing， Japanese tea and sake， etc.Thanks to

RKK，l can have an easy life in Japan for last

almost two years. lfl have a chance to come back

Japan after my graduatlon， l wish to study and

experience Japanese culture with RKK fbr one

moretlme.
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　　　はなみかい

　お花見合

　なつおも　　こうてん　　　　　しぜんこうえんおおいけこう
応に二言に二雪言

もと　かこく　　にんりゆうがくせい　　かぞくにほんじんに7二でここに゛26A

　s本x旨釧嘩ｋた笞芳｡お箱言え留学圭

ﾚ穏和
｜

｜
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　　　　　　　　文化･ファミリー交流Ｇ徳屋英生

　　　　　　か･こく　くに1dょうり　謐a　そ　こくきLILI（が用意Ｌた各国のお国料理が花を添え国際色あふれ

る楽しくも題やかな食事となりました。飲み物、お酒、

料理､お菓子などでお腹がいっぱいになった後、みん

なで桜などの歌を敬い春の一日を楽しく過ごしました。

　らい一心きいかい磨ねん　きんかL･　来年の再会を祈念して散会しました。

ONGTRUONGICH（ベトナム）IMPScholar－YokohamaNalionaluniversity

Onehassaid“Nomatterhowlongthewinteris,thespring

is surcly followcd”. Thisycar,the winterin Japan was so

strangc and long thatsome people said that they have not

ever seen such winter before. But the worse the winter

was， the more beauti恒1 the following spring is. l have

stayed in Japan for almost two years and this year is the

most wondcr伍l spring l have experienced. lt is a big

mistakeifonecomestoJaPanwithouteitherawarenessof

cheny blossoms so-called Sakura， asyllbol of Japan

spnng,or the Sakura viewing party event（Ohanami）,the

mostinterestingeventofJapaneseinthespring.Thanksto

RKK,a volunteer group supporting intemational students

in Yokohama cityj had opportunities to experience two

interesting“Ohanami” parties for two years. Came to the

－ 一 一 よろしくお願い致します

partyj had a chance to meet otherintemational students

in Yokohama, cven vietnamcse students that l have ncvcr

metbcfore.Came to the party, we sit together and uscd

traditional foods fiom other countries made by other

intemational students while enJoying the cherry blossom，

We chatted together about the lifbas well as dimculty we

faced in Japan. This is a chanccfor us to deliver and

exchange our thoughts about Japan and other countjes.

Weendedupthepartybysjngingtogetherandbothtimes

we allsang the song “Sakura"， l think that it is the most

famoussongofJapaneseaboutcherryblossom.Perhaps，

that was my last ohanami party in Japan. l will always

keep these beauti毎lmemories f1)rmy whole life.

　勣●　のみなさまへ：ご支　　りがと｀ございま　。

　　周亜萍、小久保佐恵子、杉田あずさ、鈴木輝夫

　　佐４木紀長、深田昌子〔敬称略〕

　入正会　のみなさまへ：よろしくお　いします！

岡田容子（秦野市）、中jll和子（旭区）、田代真〔西区〕〔敬称略〕

Ｎ
．
―
－
．
－
．
―
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皿ﾚﾌﾞﾙｰﾌﾟ活動だより (社会･ｴ場財ｸﾞﾙｰﾌﾟ∩皿
II‾I‾I‾I‾'‾‾I‾I‾‾'‾I‾I‾I‾･‾n‾JI‾I‾‾‾I‾I‾I‾T

i　2o18年３月27日実施　　　　　ｌ

だり　i･L･こくりりL･んきり●1くおだ●]らこ弓11弓　｜

第65回国立印刷局小田原工場　ｉ
- - ・ ・ ’ ･ - ・ ・ ’ 一 － - ’ ･ ’ - s 　 l

＿ . － , － . － , 一 , － . － . － , 一 , － . － . 一 ･ 一 ･ － ･ － － ･ 一 ･ － - ¦

国立印刷局の見聞

日本の紙幣製造技術の細かさに感嘆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこはまこくりつだいがくだいがくいん
　　　　　　　　　趙礒千恵(テョウギチエ)中国横浜国立大学大学院

私‘1趙嘸71恵り煕ます.椙　　乖jilなどlz

浜国立大学の修士二年生です。　　゛J乙¨　｡,｡。。,_-｡。－　　　　　　　ビフオを見て紙
ﾆ1;lilﾆ寧経｡1諭RKKの

;65し14を鮭､IX笛祠ii

を1してから､RKKのみんなに1i

＆ヽまu,，lili私むち。茎窪,ﾆ刹liなも。。

す｡それ･紙幣・&一位技術IﾆW&をkji

i。国立印刷局。釧11z笛1させ1:いただきま1

た。

　Jsr1泌砧｣。晶り1:;a。4きまa｡111，

iaiの冒猫に糧がきれいに&いていました｡国立

印刷局,j,一,2,f。,iな4,誓凝,;技ぷ4,U

:も偽造防止技術を使用します。

　　　せいぞうprQce5s幣の製造プロセスがよくわかりまし

た。係員の詳しい説明を聞きながら、紙幣に触って

　　　せんぞうもよう　ｍｌｃｒｏもじ　さがみて｢潜像模様｣と｢マイクロ文字｣を探しました。偽

　　　　　　　いんさつだんかい　　　　　ようし　ｌｎｋ造防止のため印刷段階だけではなく、用紙とインキ

の製造段階から特殊技術を用いるとは思ってもいま

　　　　　　　　　ひとおもしろたいけん　おくえんおもせんでした。もう一つ面白い体験は1億円の重さを

　　　　　　cφΓner　　めずら体験できるコーナーでした。珍しい体験なのでみん

な順番に並んで1万円の額面の紙幣で1億円を持

ち上げてみました。その重さを推測し帰ってから自

分で調べてみると､10キロと分かりました。

　今回の見学を通して日本の紙幣製造技術の細か

さに感嘆LまＬた｡あらゆるところに

きりLん老練lい「ま&細心の注意を払っていまＬた｡ここ

　　　　　　　　　　　にaλきんこうおきで製造された紙幣は日本銀行に納

　　　　　　　ご　¥んこくり･弓り弓められ､その後日本全国に流通しま

　　C練ろよaやくわ1j　liす。重要な役割を果たすこんなとこ

ろを見学できたことは､liな体験

でした。 (原文のまま)

樋鴇

　　　　　　　RKK社会一工場見学Ｇの報告

けんがく　めだま　　’いちまんえんさつ　いんさつき　りんじ　malntenanCe　ていしちゅう見学の目玉である一万円札の印刷機が、臨時のメインテナンスで停止中という

想定外の事態に遭遇しましたが、ビデオや模型を使った説明で何とか皆さんに納

得して頂きました｡工場内は撮影禁止ですが、係の方のご好意で､工場内の満開

の桜をバックに集合写真を撮ることができました。（山口記）

- 一 一 - 一 一
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皿jおもな活動(J18X2から2018ﾉ4まで)'皿

匹　　　　　　　　　　　匹ヲ

◇3/18午後、サポートセンターR604にて24人のスタッ　◇日本語支援６：日本語の教え方ブラッシュアップ講習会

　フ参加のもと､2017年度第４回スタッフミーティングが　　は、25人の受講で、無事終了。

　行われ、活動グループ、地区交流会、委員会それぞれか　◇文化･ファミリー交流G:1/5の横国大1闘Pでの歓迎会参

　らのC&C〔報告・連絡そして相談〕を実施した。またヂ　　加。4/1の二俣川でのお花見会には43人参加。

　ィスカッションタイムは、「20眉年記念事業」について　◇中国語学習Ｇ：３月からのコースは10人が参加。夏の中

　‘見-‘換をした　　　　　　　　　　　　　　　国研修旅行を企画中。

　屈｀父｡＆　｀゜　　　　　　　　　　　　　　◇社会一工場見学G:3/27の国立印刷局小田原工場見学会
惣燃

/11に」¦¦崎市民活動センターにて７人での交　　に堡24人が参加。

　流会およぴ懇親会を実施。　　　　　　　　　　　

惣

､員会:3/18マッチング検討会を実施。新入会員

◇西地区:1/28に16人の参加で交流会を実施。明治学院　　の受入れ、マッチング業務の推進。

　の戸塚祭への参加推進中。　　　　　　　　　　　◇広報委員会:RKKニュース71号の編集。ホームページ

◇南地区:1/20に10人が参加して中華街のレストランで　　は適時更新。メールー括配信。

　交流会を実施。JICA留学生へ支撞推進。　　　　　　◇就活情報支援委員会:3/8に委員会を実施。就活支援

◇北地区:3/10に新入会員も含め10人が参加し交流会を　　情報メールの定期発信と就活サロンの運営脛開申。

　実施。ドーミエニ俣川でのリクルート推進。　　　　　◇企画・貴会：夢ファンド協力推進。

◇中央地区:2/25にカナファンで７人が参加した交流会　　◇会計委員会:ji次精算・決算作業。講習会受講料振込

　実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理。年!自費納入管理。

◇湘南地区:3/16に新入会員を含め11人の参加で交流会　◇事務室：総会・理事会・スタッフミーティング開催準

　を実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　備。事業計画作成支援。会員委員会サポート活動。

皿:マッチング情報:皿
過去８年間の推移

･2010年度から､2017年度までの日本語支援状況の推移を図示しました。

･人数等は､すべて延べで数えた数です。

年度 2010 2011 201212013 2014 2015 2016 2017

STUDENT数 56 74 981 135 141 178 197 203
支援会員数

39 50 531　66 78 86 93 86
ﾏｯﾁﾝｸﾞ数 32 50 631　75 60 105 96 86

マッチング数､支援会員数は､やや減りましたが、

STUDENT数、

会員委員会矢野純

忿
２
２

　　年産　2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 ，_;

平均重疆人自　1.44 1,4a l.85 2,05 1.a12,07 2.12 2,36　　　1.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8－
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皿:地区ｶヽらのたよ（皿

4E

yy7j　　　　　　　

交流会後の親睦会も楽しみ　　　　　東地区鈴木隆
　東地区には現在会員が14人､留学生が18名在籍して

います｡留学生の国籍はやはり中国の方が一番多くて11

人､続いてベトナムが3人、インドネシアが2人、あとは台

湾､コロンビアの方が各1人となっています｡地区の活動

としては年３回武蔵小杉の川崎市民活動センターで交流

会を開催しています｡普段はなかなか顔を合わせることが

ないので､この機会に各自の留学生支援状況について報

告､連絡､相談することにしています。

　最近では3月１１日に7人の方が集まって話し合いをも

ちました｡今回は別のテーマとしてRKK創立20年記念事

業に関する下打ち合わせの議事録も配布して皆さんと協

議しました｡またここ数年は交流会のあとには必ずお酒の

入った懇親会を催しており、いつも楽しい会話で盛り上が

ります｡今回は卒業シーズンという事もあり、２人の留

学生の就職が決まり、１人大学合格、１人が大学院合格

といった嬉しい話題に花が咲きました｡東地区は地区の

申で一番会員数が少なく､特に女性の数が少ないのが

悩みのたねです｡リクルートする事も心掛けていますが、

なかなか結果が伴いません｡会員皆さまのお知り合いの

中で､活動に興味

を持ち東地区にお

住まいの方がおら

れましたら是非

RKKをご紹介下さ

い。

　　　　　　　ホームペーｼﾞをお訪ねください

ホームページは随時更新しており、｢会員のひろぱ｣も開設致しました、

｢会員のひろぱ｣を通じて留学生に対する支援､交流体験の他､コンサート､映圖､紬固など

趣味の情報交換にも利用できます。

　掲載希望の金員はメッセージをRKK広報委員会スタッフにお知らせください。

　　投稿先アドレス:sugita152腫ybb.naJp

　掲載ホームページ:http//rkk.world.c｡｡｡lnjp/または､iiiiTiiiiで検索

ホームページヘのアクセスには､右コードをスキャンして下さい。

広報委員会では会員の皆様からの寄稿をお待ちしております。　　広報委員会

仙
石

―
φ

●.゜･･●.･.j'.●..、●.気...､4.゜･卜ぽー勿認少｀‘゛'‘‘゛･‘゛‘^‘‘゛幽゜｀‘¨.゛･

かき

2018年中国留学生学友会新年会参加記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうりゆう　であ　　きかい　　　　　　　　　　　　　　留学生との交流と出会いの機会として

　J

逼妬』辰崩
麺罵11陥1斟曜a霞笛（iiiiW（ii哭饉））　　員附。。錨廸・輩。・gの一i4jて，RKKへ

　　　　　　　　　　　　　　よこJilLla5ぷんかかいかん●l･きい2018年新年会が２月４日に横浜市技能文化会館で開催　　，nl・,n薔舗右t畠･･坐４=ｇ合図lfS♂Jaiil.歯¦。の2011犀葡年●が１月４日に橿扇市技館文化●Ｓで開催

され｡参加しました｡２月16日の中国での●節をすぐ前にし

て､祖国での1子を話・にしながらの懇親の会です｡参加

者8S人の中で特筆することとして、学内に中国学友会が

昨年発足した2大学〔神奈jll大学､東海大学〕からの留学生

の鮪もあり､会場は熱気に包まれます。

　RKK登録留学生となっている学友会員も多く､また学友会

９－

の入会の希望を持つ学生が今回は多くみられまし

　　こう｢まん　でんごんｇｌｍ。たの　じかん　　かいじょうた。後半は伝言ゲームを楽しむ時間となり会場が

盛り上がります。RKKからの参加は今回、深水さ

　　やまざき　　ふつ　　いわせん､山奇さん､布津さん､岩瀬でしたが､留学生との

交流と新しい出会いの機会のーつとして次回は皆

さんもご一緒にどうぞ。



　----------------・
/’T

‥‥‥‥　　　　　　　　，
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

留学生の皆さんへ/For lntemational Students i
Let's join one-to-one Japanese language supporting pR〕gram by volunteers.

　　　　・日常会話(Daily Conversationj　･ビジネス会話(Business Conversation)

　　　　･卒諭、レポートの文書指導(Writing Japanese Thesis ＆Reporl)

　　　　･新聞／書籍等の読解(Reading Newspaper ＆Books)

　　　　・日本語能力試験(Japanese Language Proficiency Test)

　　　　･就職活動(Job Hunling ・ Entry sheels/lnterviews)

　Enjoy visiting p】ants/laboralories and participaling in various cultural exchanges.

Conlact: 津田（Tsuda）e-mail:。kura＿tudakei＠ybh.nejp

H｡mePage: httﾛ:/なkk.world.cooc。.ip/

Scan thiscode f1〕rgeltingapplicalionfbrm
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●
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よこは官夢ファンド

　横浜市には、ポラン予ィア団体の支撞を目的としだよこはま夢ファンドIIの

制度があることをご存知でしょうか。

　このファンドを通じてＲＫＫの留学生支援活動を支援して頂けます。

　ご協力をお願いします。

　税制上の優遇措置など詳細は「よこはま夢ファンド」で検索して

当該のホームページをご覧ください。（企画委員会）

　 － 　 －
一 一 一 一 -　 ・ － －
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よ こ は ま

ｒ 　 　 Ｊ

Ｉ 夢 ﾌ ｧ ﾝ ﾄ ﾞ

　　　　　　　　　lllじん　り●うls 4嘘い　i･た　あ　か1s
　　　　　　　NPO法人　留学生と語り合う会

　叡んｉ４ｉ●　　　　　　　　　　　　　　　　･ぎわら･つL達　絡　先:〒245－0008横浜市泉区弥生台9-1-12-407萩原　裁

Ｅ　メ　ー　ル:rkk1025o伍ceａvahoo.co.iD　li】＆Fax 045-813-8327

ホームページ:http:/yrkk.world.coocanjp/

Frjendshjp Associalion for 】ntemationaI Students and Japanese Volunleers

RKKニュース編集:RKK広報委員会春号担当杉田慶子April 24.2018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無断転載をお断りします。
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